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建設後 4 ０年が経過する浜佐呂間小学校

修繕工事が行われる大成６線橋

今年度工事が実施される 15 ～１７号棟

橋
梁
の
長
寿
命
化

　

６
１
８
０
万
円

浜
佐
呂
間
小
の
外
壁
改
修

　
　

２
８
１
７
万
円

西
富
団
地
の
外
壁
改
修

　

６
５
７
８
万
円

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化

計
画
策
定
及
び
５
年
に
一
度
の
点

検
の
義
務
化
に
よ
る
適
正
な
維
持

管
理
の
た
め
、
町
が
管
理
す
る

１
１
６
橋
の
点
検
・
調
査
を
年
次

計
画
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
長
寿
命
化
修
繕

事
業
と
し
て
、
23
橋
の
点
検
及
び

３
橋
の
補
修
設
計
を
行
い
、
そ
の

内
１
橋
の
補
修
を
実
施
し
ま
す
。

◎
事
業
内
容

　

・
橋
梁
点
検　
　
　
　
　

23
橋

　

・
補
修
設
計　
　
　
　
　

３
橋

　

・
修
繕
工
事　
　

大
成
６
線
橋

■
浜
佐
呂
間
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　

改
修
工
事

　

屋
上
防
水
工
事
及
び
下
水
道
接

　

続
工
事

８
９
３
万
円

■
遠
軽
地
区
地
域
医
療
対
策
連

　

携
負
担
金

　

遠
軽
厚
生
病
院
へ
の
財
政
支
援

１
８
８
３
万
円

■
遠
軽
地
区
広
域
組
合
負
担
金

　

遠
軽
地
区
広
域
組
合
が
建
設
す

　

る
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
施

　

設
の
建
設
負
担
金２

８
２
３
万
円

■
道
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業

　

（
若
佐
地
区
）

　

浄
水
場
設
備
、
送
配
水
管
敷
設

１
億
２
７
６
９
万
円

■
漁
港
修
築
事
業
地
元
負
担
金

　

浜
佐
呂
間
漁
港
の
維
持
保
全
等

１
５
９
４
万
円

■
舗
装
路
面
性
状
調
査
事
業

１
２
９
０
万
円

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備
事
業

　

若
佐
小
学
校
及
び
浜
佐
呂
間
小

　

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備

２
５
８
８
万
円

　

昭
和
53
年
に
建
設
さ
れ
た
浜
佐

呂
間
小
学
校
は
、
平
成
11
年
に
校

舎
外
壁
の
塗
装
を
行
い
ま
し
た
が

そ
れ
か
ら
20
年
が
経
過
し
、
経
年

劣
化
に
よ
る
外
壁
の
は
が
れ
や
腐

食
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
施
設

の
長
寿
命
化
及
び
安
全
・
安
心
な

施
設
の
提
供
を
図
る
た
め
、
外
壁

改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

◎
事
業
内
容

　

・
浜
佐
呂
間
小
学
校

　
　

校
舎
外
壁
改
修
及
び
窓
サ
ッ 

      

シ
等
の
防
水
施
工

　

西
富
団
地
の
外
壁
を
改
修
し
、

断
熱
性
能
の
向
上
と
施
設
の
長
寿

命
化
を
図
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
の
継
続
事
業

で
し
た
が
、
本
年
度
で
全
て
の
棟

の
工
事
が
完
了
し
ま
す
。

◎
事
業
内
容

　

・
西
富
団
地
15
・
16
号
棟

　
　

外
壁
・
サ
ッ
シ
等
改
修
及
び

　
　

屋
根
塗
装

　

・
西
富
団
地
17
号
棟

　
　

屋
根
塗
装

　
　
　
　
　
　
　
　

６

　 会 計 区 分 　
　 ３ １ 年 度　
　 当 初 予 算　

　 ３ ０ 年 度　
　 当 初 予 算　

　 対 前 年 度　
　 増 減 額　

増 減 率

　 一 般 会 計 　 49 億 3218 万円 50 億 3687 万円 ▲ 1 億 468 万円 ▲ 2.1％

特　

別　

会　

計

簡 易 水 道  4 億 6585 万円 3 億 2895 万円 　1 億 3690 万円 41.6％

国 民 健 康 保 険  8 億 2716 万円 8 億 4498 万円 ▲ 1782 万円 ▲ 2.1％

公 共 下 水 道   2 億 2533 万円 2 億 3865 万円 　　▲ 1332 万円 ▲ 5.6％

介 護 保 険   5 億 2621 万円 5 億 2675 万円 　　　▲ 54 万円 ▲ 0.1％

介護サービス事業   2 億 6236 万円 2 億 5821 万円 　　415 万円 1.6％

後 期 高 齢 者 医 療 　　　9194 万円 8845 万円 　　　348 万円 3.9％

　 合 計 　 73 億 3103 万円 73 億 2286 万円 817 万円 0.1％

　

平
成
31
年
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
、
次
の
当
初
予
算
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

■
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

■
平
成
31
年
度
簡
易
水
道
特
別

　

会
計
予
算

■
平
成
31
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
予
算

■
平
成
31
年
度
公
共
下
水
道
特

　

別
会
計
予
算

■
平
成
31
年
度
介
護
保
険
特
別

　

会
計
予
算

■
平
成
31
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス

　

事
業
特
別
会
計
予
算

■
平
成
31
年
度
後
期
高
齢
者
医

　

療
特
別
会
計
予
算

　

提
案
さ
れ
た
各
会
計
予
算
に
つ

い
て
、
議
長
を
除
く
９
名
の
議
員

で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
付
託
し
て
審
議
を
行
う

こ
と
を
決
め
、
８
日
に
開
催
さ
れ

た
特
別
委
員
会
で
は
委
員
長
に
船

木
委
員
、
副
委
員
長
に
土
田
委
員

を
選
任
し
、
11
日
に
集
中
審
議
を

行
っ
た
結
果
、
原
案
可
決
と
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
13
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
船
木
委
員
長
よ
り
審
査
結

果
報
告
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

い
た
し
ま
し
た
。

予算

特別委員会

委員長報告
（要旨）

　

平
成
31
年
度
予
算
に
つ
い
て
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
図

ら
れ
る
施
策
・
事
業
と
な
っ
て
い

る
か
、
前
年
度
決
算
の
意
見
が
反

映
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
に
重
点
を

お
き
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
予
算
の
43
％

を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
６
年
ぶ

り
に
増
額
、
自
主
財
源
の
町
税
は

前
年
度
か
ら
微
減
と
な
っ
て
お

り
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
は
各
種
基

金
の
繰
り
入
れ
に
よ
り
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
新
た
な
行
政

課
題
も
考
慮
し
、
事
業
の
必
要
性
・

妥
当
性
に
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

地
方
が
自
ら
の
判
断
と
責
任
に

お
い
て
課
題
に
取
り
組
み
、
地
域

の
暮
ら
し
や
住
民
の
営
み
を
豊
か

に
す
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
緊

急
性
・
将
来
性
・
効
率
性
な
ど
の

精
査
を
行
い
、
安
定
的
な
財
政
運

営
と
安
全
で
安
心
な
町
づ
く
り
を

願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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サ
ン
ゴ
ソ
ウ
の
雑
草
駆

除
に
関
し
て
大
学
教
授
な
ど
に
相

談
し
て
、
現
在
は
ロ
ー
タ
リ
ー
を

入
れ
る
方
法
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
上
の
対
策
を
行
う
と

サ
ン
ゴ
ソ
ウ
自
体
が
無
く
な
っ
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
、
難
し
い
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

現
在
、
消
防
団
の
団
員

数
は
１
１
８
人
で
、
そ
の
内
訳
と

し
て
第
１
分
団
（
佐
呂
間
）
が
44

人
、
第
２
分
団
（
浜
佐
呂
間
）
が

25
人
、
第
３
分
団
（
若
佐
）
が
33

人
、
女
性
消
防
団
が
12
人
、
そ
の

他
団
長
と
副
団
長
が
本
部
に
４
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
主
に
第
１
分
団
に
で
す

が
、
町
職
員
が
18
人
、
農
協
職
員

が
５
人
、
商
工
会
職
員
が
１
人
、

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
が
１
人
の

合
計
25
人
が
入
っ
て
い
ま
す
。

教

育

費

教

育

費

消

防

費

消

防

費

９

加賀屋

　
　
　
　

　
　
　
　

副
町
長

　

消
防
団
の
状
況

町
長

　

私
設
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
平

成
30
年
４
月
の
人
数
で
す
が
、
富

武
士
が
23
人
、
仁
倉
が
18
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

仁
倉
私
設
消
防
団
で
す
が
、
団

員
の
高
齢
化
が
進
ん
だ
た
め
自
治

会
を
通
し
て
私
設
消
防
団
を
解
散

し
て
、
大
き
な
と
こ
ろ
と
合
併
を

し
た
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
て
、

本
年
中
に
私
設
消
防
団
の
中
を
整

理
し
て
、
来
年
か
ら
は
団
員
の
中

で
も
若
い
人
が
、
消
防
団
第
２
分

団
へ
入
っ
て
活
動
し
ま
す
。

加賀屋

副
町
長

　
　
　
　
平

　
　
　
　

　
　
　
　
　

平
成
29
年
度
に
浜
佐
呂

間
小
学
校
に
派
遣
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
佐
呂
間
中
学
校
に
派
遣

し
、
中
学
校
か
ら
は
新
刊
図
書
の

配
置
や
、
本
を
借
り
や
す
い
環
境

作
り
に
効
果
が
あ
っ
た
と
報
告
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
に
つ
い
て
は
今
後

学
校
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
派

遣
先
を
協
議
い
た
し
ま
す
。

但木

教
育
長

　

図
書
館
司
書
の
派
遣

町民の生命・財産を守るため活動する消防団

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

個
人
町
民
税

は
平
成
30
年
度
総
所
得
の
課
税
実

績
と
比
較
し
て
６
・
７
％
の
減
と

見
込
み
、
そ
こ
に
収
納
を
見
込
め

る
率
と
し
て
96
％
を
乗
じ
て
計
算

し
て
い
ま
す
。

　

法
人
町
民
税
は
過
去
５
年
間
の

実
績
に
、
近
年
の
経
済
の
動
向
を

示
す
経
済
情
勢
率
を
見
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
が
若
干
上
昇
す
る
と
考

え
、
そ
こ
に
収
納
を
見
込
め
る
率

と
し
て
96
％
を
乗
じ
て
計
算
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　

個
人
町
民
税
の
減
額
に

つ
い
て
は
、
予
算
を
作
成
す
る
際

に
漁
組
や
農
協
に
そ
の
年
の
所
得

の
状
況
を
確
認
し
て
お
り
、
漁
業

所
得
に
つ
い
て
は
今
年
は
ガ
ン
ガ

ラ
が
３
年
貝
の
出
荷
で
あ
っ
た
た

め
減
少
し
、
農
業
所
得
は
酪
農
は

横
ば
い
で
す
が
、
畑
作
が
こ
こ
数

歳　
　
　
　

入

歳　
　
　
　

入

小松

企
画
財
政
課
長

副
町
長

　

町
民
税
の
増
減
要
因

　
　
　
　

消
防
団
員
の
報
酬
で
す

が
、
ま
ず
団
長
、
分
団
長
、
団
員

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
に
応
じ
た

年
額
報
酬
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
様
々
な
出
動
に
応
じ
て

支
払
わ
れ
る
費
用
弁
償
が
あ
り
、

災
害
の
場
合
は
１
回
の
出
動
に
対

し
て
７
千
円
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

雑
草
の
抜
き
取
り
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
網
走
国
定
公
園
管

理
事
務
所
と
協
議
し
て
許
可
が
得

ら
れ
れ
ば
、
平
成
31
年
度
予
算
で

実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

役
場
の
清
掃
等
を
担

当
し
て
い
る
嘱
託
公
務
補
１
名

を
、
平
成
31
年
度
か
ら
減
員
す
る

た
め
清
掃
業
務
を
委
託
し
、
毎
週

土
曜
日
に
業
者
に
よ
る
清
掃
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
嘱
託
公
務
補
が
行
っ
て

い
た
庁
舎
周
辺
の
除
雪
に
つ
い
て

も
、
一
部
を
業
務
委
託
い
た
し
ま

す
。

８

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

ル
ー
ト
イ
ン
の
再
開
に

つ
い
て
何
時
ま
で
待
つ
の
か
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
再
開
ま
で
未
来

永
劫
待
つ
予
定
で
す
。

　

ホ
テ
ル
は
ル
ー
ト
イ
ン
の
財
産

で
あ
り
、
民
間
企
業
の
経
営
に
関

す
る
こ
と
な
の
で
、
町
か
ら
早
期

再
開
を
要
望
す
る
の
は
難
し
く
、

町
が
要
望
し
て
再
開
す
る
場
合
、

財
政
負
担
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

３
月
６
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質

問
で
２
名
の
議
員
か
ら
ル
ー
ト
イ

予

算

特

別

委

員

会

質

疑

の

中

か

ら

　

ル
ー
ト
イ
ン

　
　
　

ホ
テ
ル
の
再
開

町
長

商

工

費

商

工

費

　

但木

　
　
　
　

　
　
　
　

佐藤

　
　
　
　

　
　
　
　

小松

　
　
　
　

　
　
　
　

総

務

費

総

務

費
ン
に
関
連
す
る
質
問
が
あ
り
、
そ

れ
ま
で
の
経
過
を
答
弁
で
お
伝
え

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
つ
い
こ
の

間
で
す
が
、
ル
ー
ト
イ
ン
か
ら
も

う
一
度
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
で

再
開
し
た
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
正
式
な
通
知
が
あ
り
ま

し
た
ら
改
め
て
お
話
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

（
※
一
般
質
問
つ
い
て
は
11
頁
～

14
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）　

再開が待たれるルートイン・グランティアサロマ湖

　３月１１日に開催した予算特別委員会

で、平成３１年度予算に関する質疑が行

われました。

（紙面の都合上、質問と答弁は要約しています）

　

役
場
庁
舎
の

　
　
　
　

清
掃
と
除
雪

総
務
課
長
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さ
ろ
ま
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知
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た
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。
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２
０
３
３
年
度
に
65
歳
に
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
間
に
退
職
す
る
者
に
つ
い

て
は
、
再
任
用
制
度
に
よ
り
年
金

へ
の
接
続
を
図
る
べ
き
と
の
意
見

も
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
な

が
ら
、
計
画
に
盛
り
込
ん
で
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第
４
次
計
画
に
つ
い
て
は
昨
年

か
ら
少
し
ず
つ
検
討
を
始
め
て
お

り
、
来
年
中
に
新
た
な
職
員
定
数

を
お
示
し
で
き
る
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

実
際
に
は
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
が
来
年
４
月
か
ら
導
入
さ

れ
、
そ
こ
に
対
応
し
た
職
員
定
数

の
管
理
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
来
年
の
４
月
１
日

に
合
せ
て
、
職
員
定
数
を
新
た
に

見
直
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
地
方

公
共
団
体
の
特
別
職
非
常
勤
職
員

及
び
臨
時
的
任
用
職
員
の
任
用
要

件
を
厳
格
化
す
る
制
度
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
地
方

公
務
員
法
上
、
一
般
職
に
適
用
さ

れ
る
各
規
定
が
適
用
さ
れ
る
た

め
、
地
方
公
共
団
体
は
臨
時
・
非

常
勤
職
員
制
度
の
運
用
を
抜
本
的

に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

多様な住民ニーズに対応できる職員体制が求められる
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町
長 
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第
４
次
定
員
管
理
適
正
化
計
画
を
策
定

　
　

簡
素
で
効
率
的
な
体
制
を
構
築
す
る

　
　

本
町
の
職
員
定
数
条
例
で
定
め

て
い
る
定
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、

総
数
で
１
４
５
名
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
平
成
31
年
４
月
１
日
見
込

み
の
職
員
数
は
１
０
９
名
で
、
条

例
定
数
と
比
較
し
た
場
合
36
名
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
定
員
管
理
適
正
化
計

画
を
定
め
て
い
ま
す
が
、
平
成
27

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第
３
次
計
画

も
平
成
31
年
度
が
最
終
年
度
と
な

り
、
平
成
31
年
度
中
に
は
第
４
次

計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
年
齢
構
成
で
は

行
政
改
革
に
伴
う
職
員
削
減
に
よ

り
、
新
規
採
用
を
抑
制
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
30
歳
代
の
職
員
が
非

常
に
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
大
幅
な

職
員
数
の
変
動
が
見
込
ま
れ
る
な

か
、
町
民
の
多
様
な
行
政
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
で
き
る
簡
素
で
効

率
的
な
行
政
体
制
の
構
築
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　　

　

第
４
次
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
る

平
成
32
年
か
ら
平
成
36
年
度
ま
で

の
５
年
間
で
、
定
年
退
職
を
迎
え

る
職
員
が
24
名
い
ま
す
が
、
現
在

定
年
の
65
歳
へ
の
延
長
と
い
う
こ

と
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
２
０
２
１
年
か
ら
３
年
ご

と
に
定
年
を
１
歳
ず
つ
延
長
し
、

一 般 質 問一 般 質 問

　４名の議員が一般質問を行いました。

　（紙面の都合上、質問と答弁は要約しています）

　・一般質問①

計
が
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
31
年
度
予
算
は
前
年
度
繰
越

金
も
少
な
い
た
め
、
基
金
や
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を
行
い
、
国

保
税
も
若
干
税
率
を
上
げ
て
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

国
保
事
業
が
都
道
府
県

化
し
た
際
に
、
各
市
町
村
で
異

な
っ
て
い
る
国
保
税
率
に
つ
い
て

は
激
変
緩
和
措
置
に
よ
り
６
年
間

か
け
て
標
準
税
率
に
持
っ
て
い
く

と
い
う
の
が
ル
ー
ル
で
す
。

　

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を
行

え
る
の
も
こ
の
期
間
だ
け
な
の

で
、
税
率
に
つ
い
て
北
海
道
と
相

談
を
し
て
い
ま
す
が
、
当
町
の

税
率
は
全
道
的
に
か
な
り
低
い
た

め
、
今
後
は
今
あ
る
基
金
を
少
し

ず
つ
繰
り
入
れ
な
が
ら
、
国
保
税

率
を
少
し
ず
つ
引
き
上
げ
て
い
く

し
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。
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・特集　まちの予算をみる　

年
の
天
候
不
順
に
よ
り
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
平
成
30
年
収
入
は
減
少

す
る
と
の
情
報
を
元
に
予
算
と
し

て
ど
う
す
る
か
考
え
て
い
ま
す
。

　

法
人
町
民
税
に
つ
い
て
は
今
、

法
人
の
活
動
が
活
発
で
、
様
々
な

職
種
で
所
得
の
申
告
額
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
好
調
な
１
次
産
業

を
受
け
て
土
建
・
建
築
業
や
水
産

加
工
業
な
ど
の
法
人
の
所
得
が
増

え
て
い
る
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

平
成
30
年
度
は
国

費
に
よ
る
激
変
緩
和
措
置
が
約

７
０
０
万
円
あ
り
ま
し
た
が
、
平

成
31
年
度
に
つ
い
て
は
約
60
万
円

程
度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
ま
で
は
前
年
度
繰
越
金
で
会

但木

町
民
課
長

副
町
長

　

国
保
税
率
の
今
後

　
　
　
　

　
　
　
　

。

　
　
　
　
　
　
　
　

基
本
的
に
新

し
い
取
り
組
み
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
現
年
度
分
か
ら
徴
収
し
て
新

し
い
滞
納
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
ほ
か
、
払
え
る
の
に
払

わ
な
い
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
法

　

国
保
税
収
納
率

　
　
　
　

向
上
の
取
組

佐藤

徴
収
対
策
室
長

に
則
っ
た
強
制
執
行
に
よ
る
様
々

な
差
し
押
さ
え
の
方
法
を
模
索
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

現
年
度
分
の
収
納
率
は

平
成
28
年
が
99
・
09
％
で
す
が
、

平
成
29
年
は
99
・
27
％
と
対
策
に

よ
り
収
納
率
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

当
町
の
収
納
率
は
全
道
に
誇
れ

る
数
字
で
あ
り
、
現
年
度
分
の
収

納
率
を
上
げ
る
対
策
を
今
後
も
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

副
町
長

介
護
サ
ー
ビ
ス

介
護
サ
ー
ビ
ス

 

老
人
ホ
ー
ム
の
民
営
化

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

特
養
の
引
き
受
け
手
を

探
す
た
め
、
管
内
及
び
旭
川
や
札

幌
の
比
較
的
大
き
な
社
会
福
祉
法

人
へ
要
請
を
行
い
ま
し
た
が
、
全

国
的
な
介
護
士
不
足
の
た
め
引
き

但木

副
町
長

受
け
て
く
れ
る
法
人
が
無
い
の
が

現
状
で
す
。

　

し
か
し
こ
の
介
護
士
不
足
に
は

町
単
独
で
は
対
応
で
き
な
い
た

め
、
引
き
受
け
手
の
募
集
は
継
続

し
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
町
立
で
運

営
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
引
き
受
け
手
に
つ
い
て

は
社
会
福
祉
法
人
を
第
一
に
考
え

て
い
ま
す
が
、
見
つ
か
ら
な
け
れ

ば
公
立
の
指
定
管
理
者
制
度
の
中

で
、
株
式
会
社
な
ど
営
利
法
人
に

つ
い
て
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

介護士不足により民営化を模索している特養・愛の園

　
　
　
　

皆
さ
ん
に
３
月
末
で
取

り
組
む
と
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
が
、
手
探
り
の
状
態
で
道
内
を

探
し
て
お
り
、
多
少
の
時
間
を
い

た
だ
き
た
く
ご
理
解
願
い
ま
す
。
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